
『
全
九
集
」
は
曲
直
瀬
道
三
の
師
、
導
道
が
一
二
年
間
の
留
学
後
、

明
か
ら
持
ち
帰
っ
た
医
書
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

本
吉
は
、
編
者
と
い
わ
れ
る
月
湖
を
は
じ
め
、
多
く
の
未
解
決
の

問
題
が
多
い
。
今
回
、
演
者
ら
は
『
全
九
集
」
の
編
者
な
ら
び
に

編
纂
の
意
図
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
な
お
、
「
全
九
集
」
は
、
月
湖

が
編
墓
し
た
と
さ
れ
る
漢
文
体
の
も
の
（
以
下
、
真
名
本
）
と
真
名

本
を
曲
直
瀬
道
三
が
和
訳
し
た
と
さ
れ
る
仮
名
交
り
体
の
も
の

（
以
下
、
仮
名
本
）
、
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

通
説
で
は
、
「
全
九
集
』
は
導
道
が
一
四
九
八
年
に
中
国
よ
り
持

ち
帰
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
疑
問
の
点
が
多
い
。
そ

の
一
つ
と
し
て
、
本
文
中
に
王
論
の
「
明
医
雑
著
」
（
一
五
○
○
年

初
刊
）
の
記
述
が
数
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ

の
例
を
以
下
に
示
す
。
①
四
賢
ノ
弁
（
外
感
法
仲
景
、
内
傷
法
東
垣
、
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○
遠
藤
次
郎
、
中
村
輝
子

熱
病
用
河
間
、
雑
病
用
丹
溪
、
一
以
貫
之
帰
於
内
経
、
此
医
道
之
大
全

也
）
。
②
治
諸
病
先
調
胄
説
。
③
俗
医
誤
嗜
参
罠
一
之
論
。
④
感
傷
中
。

⑤
両
腎
二
補
之
別
。
⑥
脾
胄
気
血
之
弁
。
『
明
医
雑
著
」
か
ら
の
こ

の
よ
う
な
引
用
が
み
ら
れ
る
点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
年
代
的
に

み
て
導
道
が
「
全
九
集
』
を
中
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
と
す
る
に
は

無
理
が
あ
り
、
ま
た
、
導
道
の
先
生
、
月
湖
が
『
全
九
集
』
を
編

蟇
し
た
と
も
考
え
に
く
い
。

そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
、
『
全
九
集
」
の
編
者
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
た
い
。
こ
れ
に
際
し
て
、
『
当
流
医
学
之
源
委
』
の
以
下
の
記

述
が
参
考
に
な
る
。
⑦
「
因
父
母
之
懇
望
而
為
菊
地
彦
四
郎
、
神

庭
宗
次
郎
、
自
天
文
十
一
年
至
十
三
年
、
明
於
医
業
一
流
、
集
聖

賢
ノ
遺
旨
、
綴
以
成
全
九
集
七
巻
、
而
授
干
両
童
」
。
こ
の
記
述
は

仮
名
本
（
七
巻
）
の
由
来
で
あ
る
が
、
仮
名
本
が
真
名
本
を
訳
し
た

も
の
で
あ
る
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
真
名
本
と
仮
名
本

に
共
通
す
る
『
全
九
集
」
の
編
纂
方
針
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
道
三
が
両
害
の
編
蟇
に
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
当
流
医
学
之
源
委
』
に
は
、
道
三
が
弟
子
に

書
き
与
え
た
医
書
（
「
裁
紙
」
）
の
表
（
「
対
学
侶
宜
使
授
与
之
次
序
」
）

が
あ
り
、
こ
の
中
で
、
中
の
下
ク
ラ
ス
の
弟
子
に
は
『
仮
全
九
」
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の
こ
と
か
ら
、
「
全
九
集
』
は
道

味
合
い
が
強
い
こ
と
が
わ
か
る
。

（
仮
名
本
）
、
中
の
上
ク
ラ
ス
の
弟
子
に
は
「
真
全
九
』
（
真
名
本
）

を
与
え
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
表
の
医
書
は
す
べ
て
道
三
が
著

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
真
名
本
も
仮
名
本
と
同
様

に
曲
直
瀬
道
三
の
著
作
と
見
倣
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
全
九
集
』
の
編
蟇
の
意
図
を
考
え
る
に
際
し
、
本
書
の
特
徴
的

な
構
成
が
注
目
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
巻
之
三
の
は
じ
め
の
四
篇
は

次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

⑧
右
拾
箇
条
先
欲
入
医
学
之
門
可
明
之
者
也

⑨
右
八
箇
条
診
切
之
学
将
熟
者
可
候
焉

⑩
右
七
箇
条
者
診
切
之
奥
儀
也

⑪
右
一
十
九
箇
条
固
医
門
之
奥
室
秘
中
之
秘
成
也

こ
こ
で
は
入
門
篇
（
⑧
）
か
ら
奥
儀
篇
（
⑩
、
⑪
）
へ
と
順
次
配

列
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
の
表
現
は
、
道
三
が
弟
子
の
段
階

に
応
じ
て
与
え
た
印
可
状
と
で
も
い
う
べ
き
『
切
紙
』
の
表
現
に

近
似
し
て
い
る
（
「
凡
七
事
之
弁
剤
者
当
流
調
合
奥
儀
」
な
ど
）
。
以
上

の
こ
と
か
ら
、
「
全
九
集
」
は
道
三
流
（
当
流
）
の
印
可
害
的
な
意

演
者
ら
は
道
三
に
お
け
る
「
当
流
」
の
意
義
に
つ
い
て
す
で
に

検
討
し
、
こ
の
言
葉
の
中
に
は
、
自
分
の
流
派
は
当
時
中
国
で
主

流
で
あ
っ
た
丹
溪
の
流
派
を
継
承
し
て
い
る
と
い
う
強
い
自
負
が

込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
弟
子
に
与
え
る
印
可
書
は
自
分
が
作
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

自
分
の
師
か
ら
授
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
形
式
を
望
み
、

そ
こ
で
、
『
全
九
集
」
の
編
者
を
月
湖
と
し
、
月
湖
は
導
道
の
先
生

で
あ
る
と
い
う
話
を
作
り
上
げ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

道
三
が
編
纂
し
た
『
全
九
集
』
以
前
に
原
『
全
九
集
」
が
存
在

し
て
い
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
月
湖
な
ら
び
に

景
泰
三
年
の
陳
叔
野
の
序
文
は
原
「
全
九
集
』
の
も
の
で
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。

（
東
京
理
科
大
学
薬
学
部
）
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